
 

 

 

  

今年の夏も、アートで熱くなりました。多くの町民の皆さまにご参加・ご鑑賞いただきありがとうございました。 

彫刻体験ワークショップ 

「テラコッタ」 
・とき／8月 17日・18日 ・ところ／町公民館 20名 
 

武蔵野美術大学卒業生の竹内美澄さんを講師とし

てテラコッタ（素焼き粘土）のワークショップを行い

ました。 

 ２日間にわたって行ったワークショップでしたが、

作業が進むにつれて参加者の顔が真剣になり、無言で

作業するほど集中していました。 

 完成したときは子どもから大人まで参加者全員が

笑顔でした。 
 

  

対話型作品鑑賞会 
・とき／８月１７日 ・ところ／町公民館 

武蔵野美術大学「旅するムサビ」メン

バー７名による対話型作品鑑賞会を行

いました。 

 対話型作品鑑賞会とは、作品を見て、

どう感じたか、何を思ったかなどを自由

に発言し、最後に作者から作品の制作意

図などを聞き、アートへの理解を深める

鑑賞会です。 

 参加者からは「この鑑賞会は作品を見

るのが楽しくなる」「今度美術館に行っ

てみよう」という声もあり、参加者の美

術への興味・関心を引き出すことができ

ました。 

  

訓子府高校美術部指導 
・とき／8月17日 ・ところ／訓子府町高等学校 
 

 

「旅するムサビ」メンバーの松野有莉さんに訓

子府高校美術部に指導していただきました。 

美術部の生徒は、松野さんに質問やアドバイス

をもらい、自身のレベルアップを図っていまし

た。 
 

  彫刻作品公開制作 
・とき／8月６日～28日 ・ところ／柴田石材・久島工業東側土場

（東町） 
 

 

  

武蔵野美術大学彫刻学科研究室で勤務されている松尾ほなみさんに、

訓子府の開拓と発展を支えた「馬」をテーマに彫刻作品を公開制作して

いただきました。 

滞在中の訓子府は天気に恵まれない日々が続きましたが、重い工具を

使って朝から晩まで作業に取り組んでいただきました。 

完成した作品はレクリエーション公園に設置しています。ぜひご覧く

ださい。 
  

図書館の窓に絵を描いていただきました 
・とき／８月２０日 ・ところ／図書館 
 

対話型作品鑑賞会や黒板ジャックで作品を制作していただいた「旅す

るムサビ」メンバーに図書館の窓に絵を描いていただき、図書館が芸術

的な空間となりました。 
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